5.乱れたセル構造のパターン動力学(拡散に支配された凝集(DLA)およびその周辺の問題,研究会報告) by 川崎, 恭治
Title5.乱れたセル構造のパターン動力学(拡散に支配された凝集(DLA)およびその周辺の問題,研究会報告)
Author(s)川崎, 恭治









九大 ･理 川 崎 恭 治
自然界には色々な種類のセル構造がみられる｡ 生体の未分化の細胞の集合,玄武岩の柱の集
合体の切り口*)等は身近にみられる｡ これらのセル構造は皆大体同じように見えるが果たして
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が得られる｡ 最も簡単な ModelⅢ では(1)の左辺が
去7両 意 r乙 (2)
となる｡ ここで丁房は平均のボンドの長さ,Lはある係数である｡ Model_Iでは(2)の代 りに






時間的な成長則 :苅 ∝tyとした時のりの大きさ(2)乱れたセル構造の random topology であ























中大･理工 松 下 貢
§1. はじめに
d次元空間内でds次元の下地 (substrate;ds<d)からパターンが成長するような状況を考え













hs ～ Sレ‖ (1a)
u,9 - 3吐 (1b)
とスケールされるものと仮定する｡ y‖- !･Jl- y(-D~1)の時にはクラスターは自己相似(そ
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